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『昭和 12 年研究』 

投稿規定 

1）投稿者は、原則として昭和 12 年学会会員に限る。 

2）昭和 12 年学会は、「昭和 12 年（1937 年）にわが国と世界で起きた歴史事象」について、

既成のさまざまな学問の専門分野の枠組みを超えて真実を追究するために立ち上げた学会

であるが、投稿原稿は、昭和 12 年に起こった諸事件のみに限定するのではなく、これに至

った背景やその後の影響など、歴史の流れを論ずることを排除するものではない。 

3）使用言語は原則として日本語とし、他に未発表のものに限る。 

4）投稿原稿は、論文、研究ノート、史料紹介とする。論文と研究ノートは編集委員会で査

読・審査をおこない、掲載の可否を決定する。掲載可能となった場合には、原稿の修正・

訂正などを編集委員会からお願いすることがある。 

5）原稿は横書きとし、論文と研究ノートは 400 字詰換算で 80 枚以内を目安とするが、史

料紹介などの分量は相談に応じる。 

6）原稿は、下記の執筆要項に従って作成し、Word あるいはテキストファイルの電子デー

タで、昭和 12 年学会事務局まで送信する。図表・外字などがある場合は、編集委員会と相

談する。 

7）掲載決定後、200 words 程度の英文要旨とキーワード 5 語、およびその和訳を提出する。 

8）著者校正は初校までとする。 

9）本誌に掲載された原稿の著作権は著者に帰属するが、掲載に際して、著者は本会に対し

複製権と公衆送信権を許諾したものとする。 

 

執筆要項 

1）表紙に、論文、研究ノート、史料紹介の別を記す。続いて「表題、執筆者名、所属」「欧

文タイトル、執筆者名のローマ字表記」を書く。最後に連絡先（郵便番号・住所・電話番

号・E-mail アドレス）を記入し、「目次」を記す。 

2）原稿に使用するフォントや行数は印刷所で一括処理するので、指定はない。 

3）日本語の読点は「、」、句点は「。」を用いる。参考文献の数字は「,」「.」で構わない。単

位については原則的に記号を用いる。（例）5％、2 ㎏、1,300 ㎞。 

4）引用文を示すときは、上下は一行ずつ空け、全体を 2 字下げる。 

5）本文に初出する人名はフルネームとするが、非漢字圏における人名は姓のみをカタカナ

表記した後、カッコ内に姓名のアルファベット表記を示す。ミドルネーム、イニシャルは

原則的に省略するが、同姓の人物が複数登場する場合は、区別可能な形で表記する。（例）

ケネディ（John Kennedy）政権、ジョージ・H・W・ブッシュ（George H. W. Bush）大統領、
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ジョージ・W・ブッシュ（George W. Bush）大統領など。 

6）注は通し番号で末尾に、参考文献は原稿末に一覧を付ける。 

7）参考文献は日本語と外国語に分けて記し、日本語はアイウエオ順、外国語はアルファベ

ット順で並べる。欧文の “    ” は論文、単行書と雑誌名はイタリック、邦文の「 」は論

文、『 』は単行書または雑誌名、83-6 は雑誌の巻と号数とし、論文はその最後に数字だけ

で頁数を示す。参考文献と出典注は同じ様式とする。下記を参照のこと。 

 

出典注および参考文献の様式 

［日本語文献：単行本］ 

 初出の引用・参照は、 

①  著者名（出版年）『書名』、出版社、頁。 

②  編集者名（出版年）『書名』（全集ナンバー）、出版社、頁。 

③  共著者名（出版年）『書名』（文庫名）、出版社、頁。 

 著者、翻訳者が複数の場合には間を「・」で区切る。但し著者などが 4 人以上の場合は、

「○○他」を用いてよい。 

例① 岡田英弘（2010）『モンゴル帝国から大清帝国へ』藤原書店。 

例② 岡田英弘編（2009）『清朝とは何か』（別冊環 16）藤原書店。 

例③ 岡田英弘・神田信夫・松村潤（1968）『紫禁城の栄光 明・清全史』（講談社学術文

庫）講談社、21 頁。 

  翻訳書の場合には翻訳者名を『書名』の後に挿入してあとは上記に準ずる形として① 著

者名（出版年）『書名』翻訳者名、出版社、頁。② 著者名（出版年）『書名』翻訳者名（文

庫名）、出版社、頁。  

例① トーマス・フリードマン（2009）『グリーン革命―温暖化、フラット化、人口過密化

する世界―（上）』伏見威蕃訳、日本経済新聞出版社、54 頁。 

例② E・H・カー（1966）『危機の二十年―1919-1939』井上茂訳、（岩波文庫） 岩波書店、

55 頁。 

なお、2 度目の引用・参照は下記のように ①「著者姓、著書の略称、頁。」とする。②

但し、同一資料を直後に引用・参照する場合、「同上、頁。」のように表記する。 

例① カー 『危機の二十年』、55 頁。 

例② 同上、47 頁。 

 

［日本語文献：論文］ 

 初出の引用・参照は、著者名（発行年月）「論文名」『掲載誌名』巻号数、頁。 

例① 宮脇淳子（1979）「17 世紀清朝帰属時のハルハ・モンゴル」『東洋学報』61-1/2、 

108-138 頁。 
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なお、2 度目の引用・参照は下記のように②「著者姓、論文の略称、頁。」とする。③ 但

し、同一資料を直後に引用・参照する場合、「同上、頁。」のように表記する。 

例② 宮脇「17 世紀清朝帰属時のハルハ・モンゴル」139 頁。 

例③ 同上、47 頁。 

 

［外国語：単行本］ 

 初出の引用・参照も基本的には日本語文献に準ずる形として、① 著者名（出版年）, 編

集者名, 書名, 出版社, 頁. ② 著者名（出版年）, 書名, 出版社, 頁. 

例① Mostaert & Cleaves（1952）Antoine Mostaert & Francis Woodman Cleaves (ed.), Altan 

Tobči, A Brief History of the Mongols by bLo bzan bsTan 'jin. Cambridge, p.9. 

例② Pelliot, Paul（1960）Notes Critiques D’Histoire Kalmouke, Tableaux Généalogiques, Paris, 

p.9. 

 

［外国語：論文］ 

 初出の引用・参照も基本的には日本語文献に準ずる形として、著者名（発行年月）”論文

名”, 掲載誌名, 巻号数, 頁. 

例① Miyawaki, Junko（2003）“The Dzungars and the Torguts (Kalmuks), and the peoples of 

southern Siberia, Part one: History of the Dzungars: introductory survey”. History of 

Civilizations of Central Asia, Volume V, Development in contrast: from the sixteenth to the 

mid-nineteenth century.  UNESCO Publishing, 141-151, 180. 

例② Okada, Hidehiro（1979a）“Outer Mongolia through the eyes of Emperor K’ang-hsi” 『ア

ジア・アフリカ言語文化研究』18, 1-11. 

例③ ―――――（1979b）“Galdan’s death: When and how.” Memoirs of the Research Department 

of the Toyo Bunko, 37, pp.91-97. 

 なお、2 度目の引用・参照は下記のように ①「著者姓、著書の略称、頁。」とし、op. cit.,

は使用しないこととする。② 但し、同一資料を直後に引用・参照する場合は「Ibid., page(s).」

を使用する。 

例① O'Riordan, Environmentalism,p.40. 

例② Ibid., p.40. 

 

［新聞］ 

『新聞名』発行年月日（夕刊の場合は明示）。 ＊新聞の場合、著者名、記事名は特に必要

がある場合のみ表記する。2 度目の引用・参照はや外国の新聞については、上記の単行本、

論文に準ずる形とする。 

例① 李雲龍（1996 年 5 月 2 日）「亜太地区的総合安全合作（アジア太平洋地域の総合安

全保障協力）」『現代国際関係』第 5 期、23-25 頁。 
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［インターネット上の資料を用いる場合］ 

インターネットで参照した場合でも、元資料が明らかな場合は、それを注記する。 

例① 「陸軍軍需会議ニ於イテ審議ノ件」（防衛省防衛研究所所蔵『密大日記 第七冊 共

八冊 昭和十一年』アジ歴 C01004239300） 

 

インターネット上の資料しかない場合、URL と最終閲覧年月日を掲載する。 

URL：https://tech.nikkeibp.co.jp/it/article/COLUMN/20071108/286674/（YY/MM/DD 最終

閲覧） 

  

https://tech.nikkeibp.co.jp/it/article/COLUMN/20071108/286674/（YY/MM/DD
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英文要旨（200words） 

 

 

Keywords: Term1, Term2, Term3, Term4, Term5 

 

日本語要旨（英文要旨に合わせてご作成ください。字数の指定はありません） 

 

 

 

 

 


